
と
主
張
し
た
と
い
う
。
た
だ
、
互

い
に
憶
測
の
域
を
出
て
い
な
い
の

で
、
こ
れ
で
は
議
論
が
平
行
線
を
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新
４
年
制
の
受
験
資
格
問
題
解
決
を

園
内

術
蒔

胡
レ

具
体
的
に
は
、
政
府
の
医
療

リ
オ
シ
ー
ル
は
、
貯
血
式

皿
輸
血
の
た
め
に
採
取
し

言
血
頻
か
ら
、
生
体
組
織

剤
の
成
分
と
な
る
ク
リ
オ

シ
ピ
テ
ー
ト
と
ト
ロ
ン
ビ

を
滅
菌
閉
鎖
回
路
内
で
自

に
調
製
す
る
も
の
で
、
手

に
混
和
し
て
フ
ィ
プ
リ
ン

し
て
止
血
等
を
行
う
。

れ
ま
で
は
ヒ
ト
プ
ー
ル
血

動
物
由
来
の
医
薬
品
が

た
が
、
自
己
血
嬢
由
来
の

剤
を
使
え
る
よ
う
に
な
る

単
位
を
圃
修
す

》
必
要
が
あ
る
が
、
一
部
の
私
立

〈
学
で
、
所
定
の
単
位
取
得
を
１

闇
で
済
ま
せ
さ
っ
と
し
て
い
る

」
と
に
非
難
が
集
ま
っ
て
い
る
。

４
年
制
課
程
に
進
む
学
生
が
多

い
国
公
立
大
学
な
ど
で
は
、
実
習

｝
は
単
位
取
得
が
で
き
な
い
こ

」
、
所
定
の
単
位
取
得
や
、
実
習

Ｌ
先
立
っ
て
行
う
事
前
学
習
な
ど

た
ど
る
の
も
無
理
は
な
い
。

新
６
者
懇
で
は
、
１
年
と
い
う

短
期
間
で
所
定
の
単
位
取
得
と
実

習
を
こ
な
し
た
学
生
の
質
を
懸
念

す
る
声
が
相
次
ぎ
、
連
名
で
自
粛

を
求
め
る
南
明
文
を
出
す
こ
と
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
学
生
の
質
も

蓋
を
開
け
て
み
な
け
れ
ば
、
は
っ

き
り
し
た
こ
と
は
分
か
ら
な
い
だ

□
Ｊ
ノ
Ｌ
１
〆
』
』
』
〆
』

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
」

療
機
器
。

４
年
制
課
程

に
進
ん
だ
学
生

が
薬
剤
師
国
家

試
験
の
受
験
資

格
を
得
る
た
め

に
は
、
２
年
間

の
修
士
課
程
修

了
後
、
医
療
薬

学
系
科
目
や
実

務
実
習
な
ど
の

識多童大婆畜農塞嶋

同
じ
方
法
で
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

ワ
ク
チ
ン
を
製
造
す
る
流
れ
を

描
い
て
い
る
。

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
は
、
ヒ
ト
に
流
行
し
て

い
な
い
新
規
ウ
イ
ル
ス
株
を
使

用
し
、
添
加
す
る
保
存
剤
の
園

を
鍛
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と

や
、
ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
の
品
質
憤

報
を
申
請
資
料
に
含
め
る
こ
と

な
ど
を
留
意
点
に
挙
げ
た
。

非
臨
床
試
験
で
は
、
妊
婦
が

ワ
ク
チ
ン
接
種
す
る
こ
と
を
想

定
し
、
生
殖
発
生
毒
性
の
評
価

を
行
う
。

臨
床
試
験
は
、
１
回
接
種
で
一

薬事

厚
生
労
働
省
が
指
示
し
た
医

薬
品
の
添
付
文
函
改
訂
に
つ
い

て
憎
報
提
供
す
る
医
薬
品
医
顕

機
器
総
合
機
樹
（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
９
日
か

こ
と
で
、
蕊
症
の
リ
ス
ク
を
一
導
錨
岬
帥
部
撫
謙

解
消
で
き
る
。

‐
ノ
自
々
《
１
１
、
シ
、
画
ノ
、
》
０
．
冊
冒
叩
レ
リ
ー
‐
１
レ
‐
‐
、
》
『
ノ
ー
ノ
〃
、
ノ
ー
ｌ
〃
爪
．
ｐ
Ｕ
睡
皿
Ｆ

の
薬
事
承
認
を
了
承
し
た
。
い
ず
れ
も
国
内
初
の
新
効
龍
医

添
付
文
書
改
訂
の
根
拠

Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

える ミク性えロ一ユー

学
学
長
・
学
部
長
会
議
、
医
道
審

議
会
薬
剤
師
分
科
会
、
新
薬
剤
師

養
成
問
題
懇
談
会
（
新
６
者
懇
）

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
教
育
関
係

者
の
最
大
の
関
心
頚
と
な
り
つ
つ

あ
る
。

当
事
者
の
私
大
関
係
者
を
交
え

て
激
し
い
譲
論
が
行
わ
れ
た
全
国

薬
科
大
学
学
長
・
学
部
長
会
鍛
で

合
わ
せ
て
い
た
。

そ
れ
だ
け
に
、
「
４
＋
２
＋
ｌ
」

コ
ー
ス
の
問
題
は
、
全
国
薬
科
大

を
考
恵
す
る
と
、
国
試
受
験
資
格

を
得
る
た
め
に
は
、
最
速
で
も
４

＋
２
＋
１
（
不
足
単
位
取
得
、
事

前
学
習
な
ど
）
＋
１
（
実
習
）
の

８
年
は
必
要
で
あ
る
こ
と
を
申
し

厚
生
労
働
省
は
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
世
界
的
大
流
行

（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
に
備
え
た

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
ワ
ク
チ
ン
の
開

発
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
策
定
す
る
。
医
薬
基
盤
研
究

所
の
山
西
弘
一
所
長
ら
の
研
究

班
が
ま
と
め
た
案
に
つ
い
て
、

９
月
３
日
ま
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
募
集
し
た
上
で
、
通

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
の
方
針

に
基
づ
い
て
、
革
新
的
な
医
薬

品
や
医
療
機
器
の
実
用
化
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
適
切
な
評
価

の
実
施
、
再
生
医
殿
等
の
新
技

術
に
対
応
し
た
規
制
・
制
度
の

改
革
を
進
め
る
考
え
を
明
記
。

政
策
投
資
に
つ
い
て
は
、
産
学

宮
の
協
力
に
よ
っ
て
有
望
技
術

を
、
基
礎
か
ら
実
用
化
ま
で
切

れ
目
な
く
支
援
す
る
方
向
性
を

示
し
、
国
際
的
に
通
用
す
る
臨

床
試
験
体
制
の
整
備
や
、
ゲ
ノ

ム
医
療
等
の
大
規
模
・
集
約
的
一

な
共
通
基
盤
整
備
へ
の
「
思
い
一

程
と
６
年
制
陳
程
で
は
、
設
腫
目

的
や
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ

シ
ー
、
榎
修
科
目
な
ど
が
異
な
る

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
な
い

だ
る
つ
か
。

新
４
年
制
は
、
研
究
者
菱
成
が

主
た
る
目
的
で
、
薬
剤
師
国
試
の

受
験
は
あ
く
ま
で
も
特
例
的
な
措

画
。
新
４
年
制
課
程
に
入
学
し
た

ら
、
改
訂
の
理
由
や
根
拠
と
な

る
副
作
用
症
例
の
集
槙
状
況
な

ど
を
整
理
し
た
、
調
査
結
果
報

告
雷
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

９
日
分
で
は
、
サ
リ
ド
マ
イ

い
て
は
、
第
三
者
評
価
な
ど
に
よ

る
検
証
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
っ
。

一
部
の
私
大
は
、
新
４
年
制
課

:'く蓬劣竪葵雲霊,.察

は
、
多
く
の
大
学
関
係
者
が
１
年

間
で
必
要
な
単
位
の
腫
修
と
実
務

実
習
の
実
施
は
「
難
し
い
だ
ろ

う
」
と
の
考
え
を
示
し
た
の
に
対

し
、
当
事
者
の
大
学
は
「
可
能
」

憶医療イノベーション
者環政府が推進継続を確認

蕊騨霊

た方切
０迦劃里一へ

知
す
る
予
定
だ
。

政
府
の
行
動
計
画
で
は
、
新

型
イ
ン
フ
ル
発
生
後
、
ウ
イ
ル

ス
株
が
同
定
さ
れ
て
か
ら
６
カ

月
以
内
に
、
全
国
民
分
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
を
製
造
す

る
こ
と
が
、
目
標
と
し
て
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。

研
究
班
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案

は
、
短
期
間
で
必
要
な
ワ
ク
チ

ン
を
開
発
す
る
た
め
に
、
事
前

に
モ
デ
ル
ウ
イ
ル
ス
を
用
い
た

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
ワ
ク
チ
ン
を
開

発
し
て
承
認
を
取
得
し
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
が
発
生
し
た
ら
、
製

造
株
以
外
は
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と

ド
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｈ
Ａ
ワ

ク
チ
ン
、
メ
ト
ト
レ
キ
サ
ー

卜
、
モ
ダ
ニ
フ
ィ
ル
な
ど
の
使

用
上
の
注
意
の
見
直
し
を
厚
労

省
が
指
示
し
て
い
る
こ
と
を
紹

介
し
て
い
る
。

サ
リ
ド
マ
イ
ド
は
、
直
近
３

年
間
で
脳
梗
塞
が
皿
例
（
因
果

関
係
が
否
定
で
き
な
い
症
例
４

例
『
心
不
全
が
⑩
例
（
３
例
）
、

第
３
世
代
で
治
験
が
行
わ
れ
た

が
、
世
代
の
移
行
期
と
重
な
り

開
発
が
遅
れ
た
。

バ
ル
ベ
ル
ト
は
、
プ
レ
ー
ト

に
チ
ュ
ー
ブ
が
付
い
た
シ
リ
コ

な象は要

間
質
性
肺
炎
が
８
例
（
６
例
）
、

肺
塞
栓
症
が
４
例
（
３
例
）
そ

れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
こ
れ
ら
を
「
重
大
な
副

作
用
」
に
加
え
、
肺
塞
栓
症
は

霧
躍
巳
に
も
記
戦
す
る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｈ
Ａ
ワ
ク

チ
ン
は
、
ス
テ
ィ
ー
プ
ン
ス
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
症
候
群
が
１
例

（
１
例
）
、
血
管
炎
が
８
例
（
６

け
に
、
決
め
手
を
欠
い
た
と
い
う

印
象
を
受
け
た
。

修
士
課
程
の
質
が
確
保
さ
れ
、

６
年
制
課
程
に
相
当
す
る
教
育
内

容
も
担
保
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

学
生
に
吃
年
間
の
経
過
措
直
が
設

け
ら
れ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め

だ
。
仮
に
、
こ
の
特
例
措
置
を
逆

手
に
と
っ
た
行
為
だ
っ
た
と
な
れ

ば
、
批
判
は
免
れ
ま
い
。

ま
た
、
４
＋
２
＋
１
コ
ー
ス

は
、
２
年
間
の
修
士
課
程
を
除
く

と
、
実
質
５
年
間
で
国
試
の
受
験

資
格
が
得
ら
れ
て
し
き
っ
た
め
、

教
育
年
限
延
長
の
根
幹
を
揺
る
が

す
問
題
に
発
展
し
か
ね
な
い
こ
と

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
不
利
益
を

被
る
の
は
学
生
だ
。
碩
態
が
進
行

し
て
し
ま
っ
て
い
る
以
上
、
現
実

的
に
は
、
次
年
度
か
ら
徐
々
に
方

向
修
正
し
て
い
く
方
策
が
考
え
ら

れ
る
が
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
方
策
は
あ
る
の
か
。
関
係
者
は

知
恵
を
絞
っ
て
ほ
し
い
。

器
に
選
定
し
て
い
た
。
海
外
知

力
国
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

承
認
条
件
と
し
て
、
使
用
医

師
の
限
定
と
全
例
鯛
査
を
求
め

る
。

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
開
発
Ｇ
Ｌ
策
定
へ

新
型
イ
ン
フ
ル
ワ
ク
チ
ン


